
2025 年度 宝塚⼤学卒業⽣ 採⽤施設アンケート 
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IR 推進委員会 
 

1. 調査の概要 
 

l 調査依頼発送⽇：2025/06/24 
l 調査回答締切⽇：2025/08/31 
l 郵送先：宝塚⼤学卒業⽣ ご採⽤病院 看護部⻑ 様宛 
l 対象施設数：61 
l 有効回答数：39 
l 回収率：63.93% 



 

5.1

12.8

5.1

5.1

5.1, 5.1

0.0, 0.0

0.0, 0.0

0.0, 0.0

2.6

0.0

5.1

0.0

2.6

0.0

0.0

2.6

10.3

12.8

66.7

74.4

56.4

66.7

59.0

5.3

43.6

33.3

35.9

33.3

59.0

51.3

59.0

10.3

30.8

30.8

66.7

66.7

24.1

10.3

35.9

23.1

25.6

35.9

48.7

59.0

46.2

53.8

33.3

38.5

33.3

41.0

56.4

56.4

12.8

12.8

0.0

0.0

2.6

10.3

2.6

2.6

2.6

0.0

7.7

12.8

7.7

7.7

12.8

12.8

2.6

7.7

5.1

38.5

12.8

10.3

10.3

7.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q1_1 ⾃らの⽬標を設定し、それを達成するための主体的かつ意欲的
な⾏動

Q1_2 看護の対象者の声に⽿を傾けること

Q1_3 学修によって獲得した知識や技能を駆使し、⾃分の考えを⼝頭
や⽂章で表現すること

Q1_4 社会の規範を遵守したうえで、⾃分の考えを的確に発信するこ
と

Q1_5 保健医療チームの⼀員として、⾃らと違う考えや専⾨を有する
多様な他者（他職種）

Q1_6 獲得した知識や技能を⽤いて、社会のために積極的に⾏動し、
貢献すること

Q1_7 看護現場にある様々な問題や課題を発⾒する⼒

Q1_8 看護現場にある問題や課題解決のための⽅法を探求し、その成
果を基に主体的に実践すること

Q1_9 看護の発展に寄与できるような、⾃⼰研鑽⼒と基礎的研究能⼒

Q1_10 ⾃⾝の考えを論理的に表現、発信し、他者と考えを交流する
こと

Q1_11 看護の対象となる⼈々を⾝体・⼼理・社会的な⾯から総合的
に理解すること

Q1_12 看護の対象を総合的に理解するための、豊かな教養と学問へ
の探求⼼

Q1_13 看護の対象を総合的に理解するための、専⾨的な知識・技術

Q1_14 アートを活かした癒しの看護を実践すること

Q1_15 多様な場における対象の看護課題に対する、科学的根拠に基
づく判断

Q1_16 多様な場における対象課題を解決するための実践

Q1_17 ⼈権の尊厳に基づく倫理観

Q1_18 ⼈々の多様な価値観を尊重する姿勢

Q1  貴院に就職したおおむね⼊職から2年⽬以内の本学卒業⽣についてお尋ねします。以下について、

どの程度⾝についていると思われますか︖5つのうちから1つを選択してご回答ください。

とても⾝についている ある程度⾝についている あまり⾝についていない 全く⾝についていない わからない


